第28回群馬緩和医療研究会
プログラム
テーマ：『　「食」を支える　　－輸液・栄養療法を考える－　』　

日本医師会生涯教育講座認定（申請予定）
カリキュラムコード：-.-.-.-.-.-
日本緩和医療薬学会認定講習会（申請予定）

日本病院薬剤師会生涯研修認定（申請予定）
日　時：平成25年9月28日(土)　14:00～17:00
会　場：前橋テルサ
　　　　前橋市千代田町二丁目5番1号　TEL：027‐231‐3211
参加費：1000円　(学生500円)

当番世話人：前橋赤十字病院　阿部毅彦、佐藤浩二
共　　　催：群馬緩和医療研究会・塩野義製薬株式会社

後　　　援：群馬県病院薬剤師会・一般社団法人群馬県薬剤師会
＊口演の方へ
PC（Windowsのみ）によるスライド投影を行います。Microsoft Office Powerpoint（当日は2010を使用)で作成したスライドファイルをメモリースティックに保存の上、研究会参加受付後、各セッション開始30分前までにスライド受付に提出してください。
一般演題・主題演題の発表時間は5分(時間厳守)、討議時間は3分です。
シンポジウムの発表は各演題指定された時間（10分）でお願いいたします。
スライド枚数に制限はありませんが、発表時間内に収まるようにお願いします。
次の演者の方は次演者席にお座りください。

＊ポスターセッション座長・発表の方へ
ポスターの掲示は、12：30から可能です。研究会参加受付後、ポスター受付にて画鋲をお受け取りください。演題名および所属・演者名の表示につきましては、発表者が準備してください。
ボードの貼付有効面積は横90cm×高さ180cmとなります。貼付スペースの左上に演題番号を用意しますので、その高さより上には貼付しないでください。

ポスター枚数および形式に制限はありませんが、音声･動画の併用はご遠慮ください。
座長・発表者にはリボンをお渡しします。ポスターセッション中はリボンを着用し、5分のプレゼンテーションおよび2分のディスカッションをお願いいたします。
ポスター撤去時間は16:00～17:00です。時間内に撤去されないポスターは、事務局にて処理いたします。その際の保管・返却はできませんのでご注意ください。
開会の辞（14：00～）前橋赤十字病院　副院長　阿部　毅彦
セッション1　口演（14：05～14：45）（発表5分、討論3分）
座長　廣野正法（伊勢崎市民病院　緩和ケア内科）
　　　山本淳子（前橋赤十字病院　栄養課）

Ｏ1．当センターでの胃切除術患者の6か月後の現状　
～病棟での効果的な食事指導に向けて～

　岡部栄美子,松本好美,菊地真由美

　(群馬県立がんセンター　看護部　7西病棟)
Ｏ2．末期大腸癌患者の栄養士の関わり
　石井民子
　(国立病院機構沼田病院)
Ｏ3．食欲不振が継続する腎がん患者への援助　
～自宅に帰るまでの看護を通して～
　山田恵理,金井靖子,定方芳美,松浦みさ子
　(伊勢崎市民病院)
Ｏ4．緩和ケアにおける食事の工夫とNSTのかかわり
　中里郁美１,岡村郭美１,内田有美子２,松本則子２,佐野彰彦３,女屋さと志１
　(1 群馬県立がんセンター　栄養調理課)(2 同 看護部)(3 同 消化器外科)
Ｏ5．チームに栄養士さんがやってきた！～多職種で支える食の満足～
　金子結花

　(群馬大学医学部附属病院)
休憩・ポスター閲覧（14：45～15：00）
セッション2　ポスターセッション（15：00～15：30）（発表5分、討論2分）

ポスター1：座長　塚越規子（前橋赤十字病院　産婦人科）
P1-1．当院における非がん患者への緩和ケアチームの介入
　野田大地,津金澤理恵子
　(公立富岡総合病院)
P1-2．緩和ケア病棟のイメージ調査とＱＯＬ
　小林江利子
　(国立病院機構西群馬病院)
P1-3．がん患者の「食」を多職種の連携で支える―当院の場合－
　恩田千栄子
　(公立藤岡総合病院)
P1-4．当院における緩和ケアチームの今までの功績と今後の展望
　廣野正法
　(伊勢崎市民病院　緩和ケア内科)
ポスター2：座長　飯島真由美（社会保険群馬中央総合病院　看護部）
P2-1．終末期がん患者の想いを尊重した作業療法と心の変化

　安原寛和,町田友里恵,春山滋里,北爪ひかり,春山幸子,小保方馨,佐藤浩二
　(前橋赤十字病院)
P2-2．患者・家族の意志を尊重するためのアプローチの明確化
～今後の療養先を検討した2事例を比較して～
　岩本悠里
　(国立病院機構高崎総合医療センター　緩和ケアチームリンクナース会)
P2-3．慢性心不全患者の緩和ケアについて
―急性憎悪から終末期の看護援助の症例を振り返って―
　宮澤千佳
　(公立富岡総合病院)
P2-4．痛みの出現を恐怖と感じ自律性を喪失していたがん患者への看護支援

～IASMの理論を用いた痛みに対する症状マネジメント～

　小和田美由紀

　(群馬大学大学院保健学研究科)
休憩・ポスター閲覧（15：30～15：40）
セッション3　シンポジウム（15：40～16：50）（発表10分、討論20分）

テーマ：「食を支える　－輸液・栄養療法を考える－」
座長　佐藤浩二（前橋赤十字病院　総合内科）
　　　安齋玲子（館林厚生病院　看護部）
S1．輸液の作法
　竹田幸彦
　(ひだまり診療所　院長)
S2．輸液療法の現状と課題（仮）
　齊藤妙子
　(群馬県立がんセンター)
S3．緩和ケアにおける食事・食形態の工夫と管理栄養士の在り方

　宮崎純一

　(群馬県済生会前橋病院　栄養科　管理栄養士)
S4．食べられなくなった時（仮）

　津金沢理恵子

　(公立富岡総合病院)
S5．終末期在宅療養における「食べる」意味と栄養　～訪問看護師の立場から～（仮）
　京田亜由美
　(緩和ケア診療所　いっぽ)
総括　　群馬緩和医療研究会代表世話人　　
斎藤龍生（国立病院機構西群馬病院）

次回開催案内　第29回当番世話人　　
前島和俊（群馬県病院薬剤師会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
鈴木　實（一般社団法人群馬県薬剤師会）
閉会の辞　　　第28回当番世話人　　
佐藤浩二（前橋赤十字病院）
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